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『使用説明書（カメラ・ソフトウェア導入編）』（本書）

カメラの使いかたや機能を説明しています。また、付属ソフ
トウェアをパソコンに入れる（インストール）方法について
も説明しています。
※英語版の『使用説明書（カメラ・ソフトウェア導入編）』
は、PDF ファイルで付属のCD-ROMに収録されています。

『使用説明書（ソフトウェア編）』（PDFファイル）

付属のソフトウェアを使って、カメラの画像をパソコンに取
り込む方法について説明しています。
『使用説明書（ソフトウェア編）』は、付属CD-ROM内の次
のフォルダに収録されています。
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撮影の前に

パッケージを確認する

パッケージを開けて同梱品を確認しましょう。

･ Caplio GX8

･単三アルカリ乾電池(2本)

･ AVケーブル
テレビで画像を見るときに使用しま
す。

･ USBケーブル
カメラをパソコンやダイレクトプリン
ト対応プリンターと接続するときに使
用します。

･ ハンドストラップ

ハンドストラップのつけかた
ストラップの先端をカメラのストラッ
プ取り付け部に通して取り付けます。

本製品のシリアル番号は、本体底面に
記載されています。
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･使用説明書（カメラ・ソフト
ウェア導入編）（本書）

･保証書／ご愛用者登録カード

･安全上のご注意

･Caplio Software CD-ROM
ソフトウェアと『使用説明書（ソフト
ウェア編）』などが含まれています。

別売り品について
･ ACアダプター（AC-4a）
家庭用コンセントからカメラへ電源を
供給するときに使用します。長時間の
再生、パソコンへの画像の転送時など
にご利用ください。

･ リチャージャブルバッテリー
（DB-43）

･ バッテリーチャージャー（BJ-2）
･リチャージャブルバッテリー
セット（BS-3）
･PCカードアダプター
（FM-SD53）
SD メモリーカードをパソコンの PC
カードスロットに直接セットするとき
に使用します。
･ フード＆アダプター（HA-1）
･ワイドコンバージョンレンズ
（DW-4）
･SDメモリーカード（市販）
･ソフトケース（SC-35）
･ストラップ（ST-1）
･ケーブルスイッチ（CA-1）

別売り品についての最新情報は、弊社ホームページ（http//:www.ricoh.co.jp/dc）
をご覧ください。
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カメラの各部の名称

カメラ本体

前面

故障の原因になりますので、マイク、スピーカーの穴に針等を通さないでください。

名称 参照先

1 シャッターボタン P.30
2 モードダイヤル P.14
3 フラッシュ発光部 P.39
4 AF窓 －
5 ファインダー －
6 ホットシュー －
7 レンズ P.30
8 USB端子 P.137
9 AV出力端子 P.48
10 マイク P.96
11 アップダウンダイヤル P.14
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背面

名称 参照先 名称 参照先

1 フラッシュランプ P.39 12 DISP. ボタン P.28
2 オートフォーカスランプ P.33 13 D（削除）/T（セルフタイ

マー）ボタン
P.50
P.86

3 ファインダー 14 Mボタン P.61
P.98

4 電源ボタン P.26 15 ADJ. ボタン P.59
5 Z（広角）/9（サムネイ

ル表示）ボタン
P.37
P.46

16 液晶モニター －

6 z（望遠）/
8（拡大表示）ボタン

P.37
P.47

17 スピーカー －

7 #/Q（クイックレビュー）
ボタン

P.44 18 電源（DC入力）ケーブル
カバー

－

8 !ボタン － 19 バッテリー /カードカバー －

9 Oボタン － 20 ストラップ取り付け部 P.10

10 $/F（フラッシュ）ボタン P.39 21 三脚ネジ穴（底面） －

11 "/N（マクロ）ボタン P.38
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モードダイヤルの使いかた

カメラの上部にはモードダイヤルがあります。
撮影、再生（静止画を見る）、設定の変更などのカメラの操作は、この
モードダイヤルを切り替えてから行います。

1. モードダイヤルを回して、使用する
モードのマークに合わせる

モードダイヤルのマークと働き

アップダウンダイヤルの使いかた

アップダウンダイヤルを使うと、!"#$ ボ
タンで行うさまざまな操作を簡単に行うこと
ができます。
アップダウンダイヤルは図のように回しま
す。

アップダウンダイヤルでできる操作について→P.168

マーク モード名 働き

1 SETUPモード カメラの設定や設定確認ができます。
2 音声モード 音声を記録できます。
3 動画モード 動画を記録できます。

4 SCENE モード 6種類の撮影ができます。
A/M 絞り優先 /

マニュアル露光モード
絞りやシャッタースピードを手動で設定
して、静止画を撮影できます。

5 撮影モード 静止画を撮影できます。
6 再生モード 静止画・動画を再生・削除することがで

きます。
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液晶モニターの表示について

撮影するときの画面

･ 残り記録枚数は、撮影する被写体によってファイル容量が増減するため、実際に撮影できる枚
数と異なる場合があります。

･ 同じ容量のカードでも、メーカーや種類、撮影条件が違うと撮影枚数など数値が異なることがあります。
･ 連続撮影（録音）時間は、カードの種類・容量・性能などによって、異なります。
･ 残り記録枚数が1万枚以上のときは「9999」と表示されます。

名称 参照先 名称 参照先

1 フラッシュ P.39 15 色の濃さ P.82
2 ホワイトバランス P.79 16 ヒストグラム表示 P.29
3 フォーカス P.64 17 長時間露光 P.72
4 記録先 P.24 18 電池 P.17
5 モードの種類 － 19 ズームバー P.37
6 測光方式 P.67 20 セルフタイマー P.86
7 マクロ撮影 P.38 21 日付 / 時刻 P.77
8 画質 P.62 22 インターバル撮影 P.74
9 残り記録枚数 P.167 23 手ブレ注意 P.31
10 画像サイズ P.62 24 絞り値 P.33
11 ISO感度 P.81 25 シャッタースピード P.33
12 露出補正 P.78 26 残り記録時間 P.167
13 オートブラケット P.69 27 記録時間 P.167
14 シャープネス P.68 28 マニュアル露光インジケータ －
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再生するときの画面

使用中、操作やカメラの状態に関するメッセージが表示されることがあります。

名称 参照先 名称 参照先
1 プロテクト P.100 8 画像サイズ P.62
2 DPOF P.103 9 ファイル番号 －
3 再生元 P.45 10 電池 P.17
4 モードの種類 － 11 撮影時（記録時）の設定 －
5 画質 P.62 12 記録時間または経過時間 －
6 再生ファイル数 － 13 インジケーター －
7 総ファイル数 －
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撮影の準備をする

電源を入れて撮影できるように準備します。

すでにお使いのお客様は、電池を着脱する前に、
以下の方法で電源がオフになっていることを確
認してください。
1. 液晶モニターが消灯していることを確認する
2. 1. を確認した上で、レンズのバリア（保護板）
が閉じていることを確認する

電源をオフにする方法については、P.26をご覧ください。

使用できる電池

このカメラには、次の電池が使用できます。用途に合わせて使い分け
てください。

･リチャージャブルバッテリ－DB-43
リチウムイオン電池です。バッテリーチャージャーで充電し
て繰り返し使用できるので、経済的です。持続時間が長いの
で、旅行のときなどに便利です。

･単三アルカリ乾電池（LR6）（市販）
どこでも入手しやすいので、旅行のときなどに便利です。
ただし、寒冷地などの低温環境では、撮影可能枚数が少なく
なります。電池を手で温めるなどして使用してください。よ
り長い時間カメラをご使用いただくには、リチャージャブル
バッテリーの利用をお勧めします。

･単三ニッケル乾電池（市販）
･単三オキシライド乾電池（市販）
充電式ではありませんが、デジタルカメラで使用した場合､
単三アルカリ乾電池に比べて持続時間が長く､便利です。
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･単三ニッケル水素電池（市販）
充電して繰り返し使用できるので、経済的です。充電には市
販の充電器をご使用ください。
ただし、ご購入直後や 1ヶ月以上使用しないで放置すると
“不活性状態”となっている場合があり、電池本来の性能が
発揮されないため、その場合には2 ～ 3 回充電を繰り返し
てから再度ご使用ください。また、カメラを使用しないでい
るときも、自己放電により容量が徐々に低下するため、ご使
用の前には再度充電を行ってください。

なお、電池の他にも、AC アダプター（別売り）がご使用いただけます
（→P.164）。

使用できない電池

このカメラでは、次の電池が使用できません。
･マンガン乾電池（R6）
･ニッカド電池
･CR-V3

撮影可能枚数（電池の持続）の目安

･ 枚数は、22℃、約30秒間隔、2回に1回フラッシュを発光して撮影した場合
の数です。シンクロモニターモードまたは節電モードにすると、さらに撮影可能
枚数を増やすことができます。
･ 枚数はあくまでも目安です。設定、再生等の動作時間が長くなると、その分撮影
可能時間（枚数）が短くなります。

･ リチャージャブルバッテリーをセットするには→P.21
･ ACアダプターを使用するには→P.22

電池の種類 枚数

リチャージャブルバッテリー（DB-43） 約 400枚
単三アルカリ乾電池（LR6） 約 80枚
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･ 長い期間カメラをご使用にならない場合には、電池を抜いてカメラを保管してく
ださい。
･ 市販のアルカリ乾電池（LR6）の場合、電池の銘柄、製造日からの保存期間によ
り電池寿命が短い場合があります。また、アルカリ電池はその特性上、低温時に
は使用時間が極端に短くなります。
･ なお、市販のニッケル水素電池はご購入時には充電されていません。ご使用の前
に充電してお使いください。
購入直後や長期の保存後の充電時は、満充電にならないことがあります。充電・
放電を繰り返してからご使用ください。詳細は電池、充電器の説明書をご覧くだ
さい。
･ 使用直後の電池は高温になることがあります。電池の取り外しはカメラの電源を
切り、電池の温度が下がるのを待ってから行ってください。

電池の残量表示

液晶モニターの左下には、電池の残量を示すマークが表示されます。
残量がなくなる前に、新しい電池をご用意ください。

･ 単三ニッケル水素電池、単三ニッケル乾電池、単三オキシライド乾電池をご使用
の場合、電池の種類や条件によっては、 表示が出なかったり、 表示や

表示がすぐに出ることがあります。あらかじめ、お手持ちの電池でご確認
の上、ご使用ください。
･ ACアダプターをご使用の場合、 表示になることがありますが、故障ではあ
りません。そのまま引き続きご使用ください。

電池マーク 説明

電池の残量はまだ十分あります。

電池の容量が減りはじめました。新しい電池をご用意くださ
い。
電池の残量がわずかになりました。電池の交換をお勧めしま
す。
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乾電池をセットする

すでにお使いのお客様は、電池をセットする前に、電源がオフになっ
ていることを確認してください。

1. バッテリー/カードカバーをスラ
イドさせて開ける
スライドは 2段になっています。
2段目までスライドさせると、バッテリー/
カードカバーが開きます。

2. 電池の向きに気を付けて、電池を
2本入れる

3. バッテリー/カードカバーを閉じ
て、スライドさせる
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リチャージャブルバッテリー (別売り )をセットする

リチャージャブルバッテリー（DB-43) は、本カメラで使用できる充
電池です。持続時間が長く、充電により繰り返し使用でき便利です。
すでにお使いのお客様は、電池をセットする前に、電源がオフになっ
ていることを確認してください。

1. バッテリー/カードカバーをスライドさせて開ける
スライドは 2段になっています。
2段目までスライドさせると、バッテリー /カードカバーが開きます。

2. リチャージャブルバッテリーを
挿入する

3. バッテリー/カードカバーを閉じ
て、スライドさせる

･ 長時間カメラをご使用にならない場合には、リチャージャブルバッテリーを抜い
てカメラを保管してください。
･ 抜いたバッテリーは涼しい場所に保管してください。
･ 充電には専用バッテリーチャージャーをご使用ください。

リチャージャブルバッテリーの充電時間

DB-43 約 220分（常温）
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リチャージャブルバッテリーを取り外す
すでにお使いのお客様は、電池を取り外す前に、電源がオフになって
いることを確認してください。

1. バッテリー/カードカバーをスライドさせて開ける
スライドは 2段になっています。
2段目までスライドさせると、バッテリー /カードカバーが開きます。

2. リチャージャブルバッテリーを取
り出す

3. バッテリー/カードカバーを閉じ
て、スライドさせる

抜いたバッテリーは涼しい場所に保管してください。

ACアダプター（別売り）をセットする

撮影や静止画を見る際に長時間使用したり、パソコンと接続する場
合には、ACアダプターを使うことをお勧めします。
すでにお使いのお客様は、ACアダプターをセットする前に、電源が
オフになっていることを確認してください。

1. バッテリー/カードカバーをス
ライドさせて開ける
スライドは 2段になっています。
2 段目までスライドさせると、バッテ
リー/カードカバーが開きます。

2. ACアダプター用バッテリーを
挿入する
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3. 電源（DC入力）ケーブルカバー
を開け、ケーブルを外に出す

4. バッテリー/カードカバーを閉
じて、スライドさせる

5. 電源プラグをコンセントに差し
込む

AC アダプターを取り外す前に、電源がオフになっていることを確
認してください。

1. 電源プラグをコンセントから抜く
2. バッテリー/カードカバーをスライドさせて開ける

スライドは 2段になっています。
2段目までスライドさせると、バッテリー /カードカバーが開きます。

3. ACアダプター用バッテリーを取り出す
4. バッテリー/カードカバーを閉じて、スライドさせる

･ 電源プラグや接続ケーブルは、しっかりと差し込んでください。
･ カメラをご使用にならないときには、ACアダプターをカメラや電源コンセント
から抜いておきましょう。
･ カメラの使用中にACアダプターを取り外したり、電源プラグがコンセントから
抜けたりすると、データが破壊されることがあります。
･ ACアダプターをご使用の際は、電池残量マークがフルにならないことがありま
す。
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SDメモリーカード（市販）について

撮った静止画は、カメラ本体に内蔵されているメモリーか、SDメ
モリーカード（市販）に記録されます。内蔵メモリーの容量は、
26MBです。
静止画・動画・音声をたくさん撮りたい場合や、高画質で撮りたい場合
には、容量の多いSDメモリーカードを使ったほうが便利です。

記録先について
SDメモリーカードをセットしていないときには、内蔵メモリーに記録され、SDメ
モリーカードをセットしているときにはSDメモリーカードに記録されます。

･ SDメモリーカードがセットされているときは、SDメモリーカードがいっぱい
になっても、内蔵メモリーには記録されません。
･ SDメモリーカードの金属端子部を汚さないように注意しましょう。

誤って記録データを消さないようにするには
カードの書き込み禁止スイッチを「LOCK」にしておくと、記録データ
の削除やフォーマットができなくなります。解除すれば（スイッチを元
の位置に戻す）、削除もフォーマットもできるようになります。
大切なデータを記録したときには、「LOCK」にしておきましょう。
なお、「LOCK」の状態にするとSDメモリーカードへの記録もできなく
なるので、撮影ができません。撮影時には「LOCK」を解除してください。

･ 再生時のSDメモリーカードと内蔵メモリーの切り替えについて→P.45
･ 記録できる枚数について→P.167

本体のみのとき SDメモリーカードがセットされているとき

内蔵メモリーに記録 SDメモリーカードに記録
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SDメモリーカードをセットするには

すでにお使いのお客様は、SDメモリーカードをセットする前に、電
源がオフになっていることを確認してください。

1. バッテリー/カードカバーを1段
目までスライドさせて開ける
スライドは 2段になっています。
1段目までスライドさせると、バッテリー
/カードカバーが開きます。

2. カードの向きに気を付けて、「カ
チッ」と音がするまでカードを奥
へ挿入する

3. バッテリー/カードカバーを閉じ
て、スライドさせる
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電源をオン・オフする

1. 電源ボタンを押す
起動音が鳴り、フラッシュランプとフォーカ
スランプが、数秒間交互に点滅します。
電源を切る場合も、手順 1と同じように電源
ボタンを押します。

フラッシュを使用する設定になっている場合は、フラッシュを使用しない設定の場
合よりも、電源をオンにしてから撮影可能状態になるまでの時間が、長くかかりま
す。

液晶モニターに何も表示されないときには
節電モードが ON に設定されていると、撮影モード時に液晶モニターに何も表示さ
れません。液晶モニターに何も表示されないときは、モードダイヤルを SETUP に
合わせて節電モードの設定をOFFにしてください。

節電モードについて
節電モードを ON にすると、液晶モニターの消費電力を少なくして、電池の寿命を
延ばすことができます。

オートパワーオフについて
設定した時間内にカメラのボタンを押す操作をしないと、節電のために自動的に電
源がオフになります（オートパワーオフ）。引き続きカメラを使用したいときには、
もう一度電源ボタンを押してオンにしてください。

オートパワーオフの設定を変えるには→P.118
節電モードの設定を変えるには→P.120
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日時を合わせる

はじめて電源をオンにしたときは、日時の設定画面に進
みます。

1. !"#$ボタンを押して、年・月・
日・時・分を設定する
!" で数値を変更し、#$ で項目を移動
します。

2. [書式]で日時の書式を選ぶ
!"で書式を選択します。

3. 画面の表示を確認し、Oボタン
を押す
日時が設定されます。

電池を取り出してから約 1 週間経過すると、設定した日付・時刻がリセットされま
す。再度、設定しなおしてください。

･ 日時を修正するには→P.121
･ 日時を入れて撮影するには→P.77
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画面表示を切り替える

DISP.ボタンを押すと、マークの表示/非表示を切り替え
るなど、画面の表示状態を変更することができます。
DISP.ボタンは、1回押すごとに、ヒストグラム表示→グリッ
ドガイド表示→表示なし→液晶モニターオフ→通常のマー
ク表示→ヒストグラム表示→・・・と切り替わります。

グリッドガイド表示
液晶モニターに、撮影時の補助線を表示します。実際の画像には記録されません。

シンクロモニターモード
カメラ操作時以外は、液晶モニターをオフにする機能です。節電に効果のあるモー
ドです。シャッターボタンを半押しすると、液晶画面がオンになり、押し切ったあ
とに確認画面が表示され、液晶画面がオフになります。



29

ヒストグラム表示について

ヒストグラム表示にすると、液晶モニ
ター画面の右下にヒストグラムが表示
されます。
ヒストグラムは、縦軸は画素数、横軸は
左からシャドー（暗い）、中間調、ハイラ
イト（明るい）という明るさの階調を示
したグラフです。
ヒストグラムを活用することによって、まわりの明るさによる液晶
モニターの見えかたに影響されることなく、画像の明るさを判断で
きます。また、画像の白とびや黒つぶれを防ぐ助けになります。
ヒストグラムで、右側だけにグラフの
山が盛り上がり、ほかには何もないと
すると、ハイライト部だけの画素数が
多い、露出オーバーの画像です。

また、左側だけにグラフの山があると、
シャドー部だけの画素数が多い、露出
がアンダーの画像ということになりま
す。
露出補正時の参考にお使いください。

･ ヒストグラム表示はあくまでも目安です。フラッシュを使用したときや、周囲が
暗いときなど、撮影の状況によってはヒストグラムに表示された露出と撮影した
画像が異なることがあります。
･ 露出補正の範囲には限りがあります。そのため、調整しきれないことがありま
す。
･ ヒストグラムは、必ずしも中央が高い山型の状態が適正となるわけではありませ
ん。
例：意図的に露出オーバーや露出アンダーにするときなど

露出補正について→P.78
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撮影する

準備ができたら、さっそく撮影してみましょう。

カメラの構えかた

カメラは次のように正しく構えて撮影しましょう。

1. カメラを両手でしっかりと持ち、
両ひじを軽く身体につける

2. シャッターボタンに指を当てる

指や髪、ストラップなどがレンズやフラッシュ発光部にかからないようにしましょ
う。



31

手ブレを防ぐには

シャッターボタンを押したときにカメラが動いてしまうと、静止画
が鮮明に写りません（手ブレ）。液晶モニターに のマークが表
示されたときには、手ブレしやすい状態を示しています。
手ブレを防ぐには、カメラを両手でしっかりと持って撮影したり、三
脚を使用したりします。
また、次のような場合には、手ブレが起きやすいので注意しましょ
う。

･フラッシュを使わずに、暗い場所で撮る。
･スローシンクロモード（→P.39）を使って、暗い場所で撮る。
･ズームを使って撮る。

手ブレマーク（ ）が表示されたら、次のことを試してみましょ
う。

･フラッシュを使う（フラッシュモードを「強制発光」にしてみる）
（→P.39）
･ ISO感度を上げてみる（→P.81）
･セルフタイマーを使う（→P.86）
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一瞬を逃さない撮りかた（一気押し）

シャッターボタンは2段階になっています。
一気にシャッターボタンを押しきる操作を“一気押し”、
半分まで押す操作を“半押し”といいます。
一気押しで撮影すると、高速でピント調整が行われ、
シャッターチャンスを逃さない撮影ができます。

1. 電源が入っていることを確認し
て、モードダイヤルを5または
A/Mに合わせる

2. 液晶モニターまたはファイン
ダーを見ながら構図を決める

3. 液被写体が中央にくるようにし
て、シャッターボタンを静かに
押しきる
カード書き込み中は、フラッシュランプ・
オートフォーカスランプが点滅します。

･ 撮影された静止画は、一定時間液晶モニターに静止状態で表示され、記録が行わ
れます。（→P.117）
･ 一気押しの場合には、手ブレを起こしやすくなります。カメラを両手でしっかり
と持って撮影してください。
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ピント合わせを確認して撮る（半押し）

半押しを使う場合には、半押しによって自動的にピント
合わせが行われ、さらにシャッターボタンを押しきった
ときに撮影できます。
被写体が中央にない場合の撮影時（→P.35）に便利です。

1. 電源が入っていることを確認し
て、モードダイヤルを5または
A/Mに合わせる

2. 液晶モニターまたはファイン
ダーを見ながら構図を決める

3. 被写体が中央にくるようにし
て、シャッターボタンを半押し
する

画面下部に F 値（絞り値）とシャッター
スピードが表示されます。
ピント合わせが行われ、露出、ホワイトバ
ランスが固定されます。
ピントが合わない場合には、液晶モニター
中央部の十字は、赤く点灯し、ファイン
ダー左上のオートフォーカスランプが緑
色に点滅します。
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マクロ撮影時に、ピントを合わせたい位置を指定したい場合は、AFターゲット移動
機能を使います。（→P.85）

4. シャッターボタンをそのまま静
かに押しきる
カード書き込み中は、フラッシュランプ・
オートフォーカスランプが点滅します。
撮影された静止画は、一瞬液晶モニターに
静止状態で表示され、記録が行われます。

ピントが合いにくい被写体
次のような被写体は、ピントが合わせられないことがあります。
･ コントラストのないもの（空、白壁、自動車のボンネットなど）
･ 横線だけで、凹凸のないもの
･ 動きの速いもの
･ 暗いところのもの
･ 強い逆光および反射光があるもの
･ 蛍光灯などのちらつきのあるもの
このような被写体を撮影するときは、写したい被写体と同じ距離にある違う被写体
にピントを固定してから撮影してください。（→P.35）

･ 手ブレを防ぐために、シャッターボタンを押すときは、静かに押しましょう。
･ オートフォーカスの測距中は、液晶モニターに表示される十字の中央部の白丸点
が点滅します。

･ マークが表示された場合には、手ブレしやすい状態であることを示しています。カ
メラを固定するようにしっかりと構えて、再度ピント合わせを行ってください。
･ 暗い場所での撮影では、ピント合わせの性能（オートフォーカスの精度）を上げ
るため、撮影直前にフラッシュが予備発光します。フラッシュモードが発光禁止
に設定されている場合には、予備発光は行われません。
･ SETUPモードで [画像確認時間 ] が OFFに設定されているときは、撮影された
静止画が液晶モニターに表示されることはありません。（→P.117）

十字の色 オートフォーカスランプ
ピント合わせ前 白 消灯
ピントが合ったとき 緑 緑点灯
ピントが合わなかったとき 赤点滅 緑点滅
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被写体が中央にないときには
（フォーカスロックで撮る）

被写体が構図の中央にないときには、ピント調整後に構
図を決めます（フォーカスロック）。

例：ピントを人物に合わせたまま、背景の城を撮影したいとき

1. 電源が入っていることを確認して、モードダイヤルを5
またはA/Mに合わせる

2. 被写体が液晶モニターまたは
ファインダーの中央にくるよう
にして、シャッターボタンを半押
しする
画面下部に F値（絞り値）とシャッタース
ピードが表示され、ピント合わせが行われ
ます。

3. 半押しのままカメラを動かして
構図を決める



36

4. シャッターボタンをそのまま静
かに押しきる

マクロ撮影時には、AF ターゲット移動機能を使うと、カメラを動かすことなく、
フォーカスロックを行うことができます。三脚を使用している場合に便利です。

･ マクロ撮影について→P.38
･ AFターゲット移動機能について→P.85
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ズームを使って撮る

Z（広角）/z（望遠）ボタンを使うと、被写体までの距離を
変えずに、被写体の大きさを変えて写すことができます。
Zボタンを押すと、液晶モニターに見える範囲が広くな
ります。zボタンを押すと、液晶モニターに見える被写体
が大きくなります。

1. 撮影できる状態で、Zボタンや
zボタンを押す
液晶モニターのズームバーでズームの
状況が確認できます。

2. 構図を決めてシャッターボタン
を半押しする

3. シャッターボタンを押し切る

ステップズームを使う
SETUP モードでステップズーム機能をオンに設定すると、光学ズームの焦点距離
を 4段階（35mmフィルムカメラ換算で約28mm、35mm、50mm、85mm）
に固定できます。

デジタルズームを使う
デジタルズームを行うと、z（望遠）ボタンを押して設定した拡大倍率（最大 3.0
倍）より、さらに被写体を拡大できます（最大4.0倍まで）。
デジタルズームを使うには、ズームバーの表示で、ズームがz（望遠）側の端まで
きたときに、いったんzボタンから指を離し、再びzボタンを押し続けます。

Z    z
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接写で撮る（マクロ撮影）

N（マクロ）ボタンを使うと、レン
ズを被写体に接近させて撮影で
きます（マクロ撮影）。
最短約1cmまで近づけることが
できるので、小さな被写体の撮
影に便利です。

1. 撮影できる状態で、N（マクロ）ボ
タンを押す
液晶モニター中央に一瞬 N が大きく表
示され消えた後、上部にNが表示されま
す。

2. 構図を決めてシャッターボタン
を半押しする

3. シャッターボタンを押し切る
マクロモードを解除するには、もう一度
Nボタンを押します。

･ ズームを使用しているときには、レンズ先端から次の距離までのマクロ撮影がで
きます。
広角時：レンズ先端　約1cm
望遠時：レンズ先端　約10cm
･ マクロ撮影を行う場合には、液晶モニターで被写体を確認してください。
･ マクロ撮影では、カメラを動かさずにカメラのボタン操作だけでフォーカスロッ
クができるAFターゲット移動機能が使用できます。三脚を使った撮影時に便利
です。（→P.85）

N
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フラッシュを使う

F（フラッシュ）ボタンを使うと、フラッシュモードを切り替える
ことができます。購入時には、発光禁止に設定されています。
フラッシュの光が届く距離（レンズ先端より）は、ISO 設定が
AUTOの状態で、約0.2～5.0m（広角）、約0.15～2.9m（望遠）
です。

フラッシュモードの種類

1. モードダイヤルを5、A/Mまたは4に合わせる

2. F（フラッシュ）ボタンを押して、フラッシュモードを切り
替える
液晶モニター中央に、一瞬フラッシュモードのマークが大きく表示され
消えた後、左上にフラッシュモードのマークが表示されます。
フラッシュ充電中はフラッシュランプが点滅します。充電が完了すると
消灯し、撮影が可能になります。

･ F（フラッシュ）ボタンを押して変更するまで、設定内容は保持されます。
･ 動画、連写では、発光禁止になります。
･ 暗い場所での撮影では、ピント合わせの性能（オートフォーカスの精度）を上げ
るため、撮影直前にフラッシュが予備発光することがあります。フラッシュモー
ドが発光禁止に設定されている場合には、予備発光は行われません。
･ リチウムイオン電池以外をお使いのときは、フラッシュ充電中は、液晶モニター
の表示が消えます。
･ ホットシューが装備されているので、外部フラッシュ（市販）を接続して使用で
きます。

発光禁止 フラッシュを発光しません｡

オート 逆光や被写体が暗いときには、自動的にフラッシュを発
光します。

赤目軽減 人物を撮影するときに、人物の目が赤く写る赤目現象を
軽減します｡

強制発光 必ずフラッシュを発光します｡

スローシンクロ シャッタースピードを遅くして発光します。人物を入れ
た夜景の撮影に適します。三脚の使用をおすすめします。
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ホットシューの使いかた

ホットシューが装備されているので、外部フラッシュ（市販）を接続
して使用できます。

露出補正（→P.78）またはマニュアル露光機能（→P.87）を用いて露
出を調整してください。
詳しくは外部フラッシュの取扱説明書を参考にしてください。

ホットシューに外部フラッシュを接続するには、次のように操作し
ます。

1. カメラと外部フラッシュの電源がOFFの状態で外部フ
ラッシュをホットシューに取りつける

2. カメラの電源を入れ、モードダイヤルをA/Mにして絞り
優先モードにする（→P.87）

3. カメラのISO感度をAUTO以外に設定する
4. 外部フラッシュの電源を入れ、外部フラッシュを自動
（オート）に設定し、F値とISO感度をカメラに合わせる
外部フラッシュをカメラから取り外すときは外部フラッシュの電源を
切ってから行ってください。
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･ フラッシュ設定にかかわらず、ホットシューのＸ接点にフラッシュ発光信号が
出力されますので、外部フラッシュのフラッシュ発光停止は外部フラッシュ側の
スイッチで発光停止処置を施してください。
･ 外部フラッシュの F値と ISO感度をカメラと同じ条件にしても適正露出になら
ない場合もあります。そのときは外部フラッシュ側の F値や ISO感度を変更し
てください。
･ カメラからは発光信号として、Ｘ接点に＋極性のパルスが出力されます。
･ 市販のフラッシュにはX接点の極性が逆のものがまれにあり、このようなフラッ
シュを使用した場合、発光しないだけでなくカメラが故障する場合があります。
端子の仕様については外部フラッシュのメーカーにお問い合わせください。
･ 撮影レンズの画角をカバーする照射角をもつ外部フラッシュを使用してくださ
い。
･ 外部フラッシュの使用は基本的に内蔵フラッシュの光量だけでは不足する距離
（遠距離側）でご使用ください。近距離側では露出オーバーになることがありま
す。
･ 特殊信号ピンを持つ外部フラッシュは使用しないでください。使用すると不適切
な露出になったり、カメラの回路を破壊することがあります。
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シーンに合わせて撮る

SCENEモードを使うと、6種類の撮影モードが選択でき、
自動的にシーンに適した設定で撮影できます。

1. 電源が入っていることを確認し
て、モードダイヤルを4に
合わせる
SCENE選択画面が表示されます。

2. !"ボタンを押して、青色表示を
移動し、モードを選ぶ

3. Oボタンを押す
液晶モニター上部にモードのマークが表
示されます。

4. シャッターボタンを押す
!ボタンを押すと、SCENE選択画面が表
示され、モードを変更できます。

ポートレート 人物を撮るときに使います。

スポーツ 動きのあるものを撮るときに使います。

遠景 緑や青空の多い風景を撮るときに使います。

夜景 夜景を撮るときに使います。
人物を入れた撮影もできます。

文字 会議でホワイトボードに書かれたメモを撮影す
るときなどに使用します。

高感度 薄暗い場所で撮るときに使います。液晶モニ
ターも見やすくなります。
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夜景モードでは、以下の条件がそろったときにフラッシュを発光します。
･ フラッシュ設定がオートのとき
･ 周囲が暗くフラッシュが必要と判断したとき
･ 近い距離に人物などの被写体があるとき

･ 画質や画像サイズを変更したいときには→P.62
･ 文字のモードで、文字の濃淡を変更したいときには→P.84
･ SCENEモード時の撮影設定メニュー項目一覧→P.165
･ SCENEモード時の機能の組み合わせについて→P.164
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再生する

撮った静止画をすぐ確認する（クイックレビュー）

撮った静止画は、液晶モニターを使ってすぐに見ること
ができます。うまく撮れていなかったときには、その場で
削除できます。

1. 撮影モードのまま、Q（クイック
レビュー）ボタンを押す
液晶モニターに最後に撮った静止画が
表示されます。
もう一度Qボタンを押すと、撮影状態に
戻ります。

･ いったん電源をオフにすると、静止画モードでQボタンを押しても、撮影した
静止画は表示されません。
･ 文字モード（→P.42）で撮影した静止画をクイックレビューで表示すると、実
際に記録された静止画より若干画質が低い状態で表示されることがあります。

クイックレビュー時の動作

Qボタン 撮影モードに戻ります。
8ボタン 静止画を拡大表示します。

拡大表示中は、!"#$ボタンで表示箇所を移動する
ことができます。

9ボタン 8ボタンで拡大した静止画を縮小表示します。
Oボタン 拡大表示中は静止画を最大倍率で拡大して表示します。

最大倍率で表示されているときは、元の大きさに戻し
ます。

Dボタン 表示中のファイルを削除することができます。Dボタ
ンを押すと確認する画面が表示されますので、［削除］
を選びOボタンを押してください。

Q
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撮った静止画を見る

再生モードを使うと、撮った静止画を確認することがで
きます。削除、拡大表示もできます。

1. モードダイヤルを6（再生モー
ド）に合わせる
再生モードに切り替わり、最後に撮った
静止画が表示されます。
#$ ボタンで、順番に静止画を見ること
ができます。

再生元について
SDメモリーカードをセットしていないときには、内蔵メモリーから再生され、SD
メモリーカードをセットしているときにはSDメモリーカードから再生されます。

･ 動画を再生するには→P.95
･ 音声を再生するには→P.97
･ 音声付き静止画を再生するには→P.76
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一覧にして見る（サムネイル表示）

撮った静止画を一覧（6 枚ごと）にして見ることができま
す。
選択されている静止画を削除したり、1枚表示したりする
ことができます。

1. モードダイヤルを6（再生モー
ド）に合わせる
最後に撮った静止画が表示されます。

2. 9（サムネイル表示）ボタンを押す
画面が 6分割されて、静止画が 6枚表示さ
れます。

一枚表示するには

1. !"#$ボタンを押して静止画を
選ぶ

2. 8（拡大表示）ボタンを押す

選択されている静止画を削除するには→P.51
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静止画を拡大表示する

表示している静止画を拡大表示することができます。

1. モードダイヤルを6（再生モー
ド）に合わせる
最後に撮った静止画が表示されます。

2. 拡大表示したい静止画を表示す
る

3. 8（拡大表示）ボタンを押す
静止画が拡大されます。
8ボタンや9ボタンを押すごとに、表示倍率が変わります。

･ クイックレビュー時にも拡大表示できます。
･ 最大拡大倍率は以下のとおりです。

画像拡大時の動作

8ボタン 静止画を拡大表示します。
拡大表示中は、!"#$ボタンで表示箇所を移動する
ことができます。

9ボタン 8ボタンで拡大した静止画を縮小表示します。
Oボタン 拡大表示中は静止画を最大倍率で拡大して表示します。

最大倍率で表示されているときは、元の大きさに戻し
ます。
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テレビの画面で見る

撮影した静止画を、テレビの画面に表示して見ることができます。テ
レビの画面には液晶モニターと同じ内容が表示されます。
テレビの画面に表示するには、カメラに付属しているAVケーブルを
使ってカメラとテレビを接続します。
静止画をテレビで見るには、次のように操作します。

1. テレビのビデオ入力端子にAV
ケーブルをしっかり接続する
このときAVケーブルの白色のプラグを
テレビの音声入力端子（白色）に、黄色の
プラグをテレビの映像入力端子（黄色）
に差し込んでください。

2. カメラの電源がオフになってい
ることを確認する

3. ビデオ出力端子にAVケーブルを
しっかり接続する

4. テレビを「ビデオ」が表示できる
状態にする（入力モードを「ビデ
オ」にする）
詳しくはテレビの説明書を参照してくだ
さい。

5. カメラのモードダイヤルを6に
合わせる
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6. カメラの電源ボタンを押して電
源をオンにする
AV ケーブルで本機を接続している間は
液晶モニターの表示はオフ（消えた状
態）になり、スピーカーの音が消えます。

･ ビデオの入力端子にAVケーブルを接続して、撮影した内容をビデオに録画する
こともできます。
･ テレビなどの機器での再生方式はNTSC方式（日本などで使用されている）に
設定されています。接続する機器がPAL方式（ヨーロッパ等で使用されている）
の場合には、カメラのセットアップメニューでPAL方式に設定してから接続し
てください。

ビデオ方式の設定を変更する→P.123
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削除する

いらない静止画を消す

不要な静止画や失敗した静止画を、SDメモリーカードま
たは内蔵メモリー内から削除することができます。
次の3種類の方法で削除できます。
･1枚（1ファイル）削除する
･すべてを一度に削除する
･複数を選択して一度に削除する

1. モードダイヤルを6に合わせる
1 枚削除のときには、削除したい写真を表
示します。

2. D（削除）ボタンを押す

3. $ボタンを押して、［1ファイル削
除］か［全ファイル削除］を選び、
Oボタンを押す

[1 ファイル削除 ]の場合
処理中のメッセージが表示され、削除が完了すると、再生画面に戻る

[ 全削除 ] の場合
削除の確認画面が表示されるので、$ボタンを押して[はい]を選び、
Oボタンを押す
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複数を一度に削除する

1. モードダイヤルを6に合わせる

2. 9（サムネイル表示）ボタンを押
す
画面が 6 分割され、サムネイル表示にな
ります。

3. !"#$ボタンを押して、削除し
たい静止画を選び、D（削除）ボタ
ンを押す
静止画の左上にゴミ箱のマークが表示
されます。

4. 手順3.を繰り返して、削除したい静止画をすべて選択す
る
間違えて選択したときには、その静止画で D（削除）ボタンを再度押す
と解除できます。

5. Oボタンを押す

6. $ボタンを押して[YES]を選び、
Oボタンを押す
処理中のメッセージが表示され、削除が
完了すると、一覧の画面に戻ります。
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